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 論文審審の結果の要旨
 本論文は南極昭和基地周辺の氷床下,海底および海岸の露岩地域に亘る広範囲における氷蝕地形
 を明らかにする研究である。
 氷床下基盤地形については,電波氷厚計をもちいて氷厚を連続的に計測し,氷床面高度から差し
 ひいて,基盤高度を確定し,基盤の地形を明らかにした。基盤地形はほぼ現海面に近く位置し,低
 起伏であることがわかった。
 海底地形については,海氷上よりの音響測深を測線に沿って行い,精細な海底地形図を作製した。
 これによって,テーレγ,シェソゲホノール,ラングホブデなどの深い海底谷を発見し,これらが
 沈水フィヨルドであることを論証した。
 さらに,これら沈水フィヨルドの存在から,その形成期には氷床が現在の海岸線よりも75km沖
 合にまで拡がっていたことを明らかにした。
 海岸の露岩地域においては,数段の隆起汀線を測量し,付近の堆積物の年代測定から,露岩地域
 の隆起速度を算定し,この隆起は氷床後退に伴うアイソスタティクな隆起であると考えた。
 以上,昭和基地周辺の地形を内陸から海底に至るまで,くわしく調査し,新しい知見を加え,各
 方面から考察したことは,著者が,自立して研究を行うのに必要な高度の研究能力と学識を有する
 ことを示したもので,本論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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